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いはい!

　

不
順
な
天
候
の
昨
今
、
梅
雨
晴
れ
の
夏
の

陽
射
し
も
強
く
、
海
山
の
恋
し
い
季
節
と

な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
日
々
ご
健
康
に
て
ご
精

励
の
事
と
お
慶
び
申
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
対

し
ま
し
て
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
て
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
の
社
会
経
済
情
勢
は
地
方
の
時
代
、

地
方
の
創
生
と
の
掛
け
声
と
は
裏
腹
に
厳
し

い
生
活
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
は

若
者
の
流
出
と
高
齢
者
世
帯
が
増
加
の
傾
向

に
有
り
、
地
域
の
活
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
区
社

協
の
皆
様
と
共
に
地
域
に
密
着
し
た
福
祉
社

会
の
実
現
と
充
実
に
向
け
た
福
祉
活
動
を
推

進
し
て
居
り
ま
す
。

　

去
る
７
月
１
日
、
美
作
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
役
員
改
選
が
行
な
わ
れ
、
図
ら
ず
も
理

事
会
の
ご
推
挙
に
依
り
美
作
市
社
会
福
祉
協

議
会
長
に
選
任
を
受
け
ま
し
た
。
も
と
よ
り

浅
学
非
才
の
身
で
は
有
り
ま
す
が
、
今
日
ま

で
の
経
験
と
役
職
員
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
な
が
ら
、
今
日
の
高
齢
化
社
会
の

中
で
社
協
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
認
識
し
つ

つ
住
民
皆
様
の
安
心
と
安
全
が
享
受
さ
れ
る

よ
う
渾
身
の
努
力
を
し
た
い
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
た
り
、
住
環

境
や
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
事
故
、
事
件
が
多

発
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
高
齢
者
等
生
活
弱

者
に
は
厳
し
い
状
況
に
有
り
ま
す
。
地
域
で

共
に
支
え
る「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」

や
「
サ
ロ
ン
活
動
」
を
通
じ
て
社
会
参
加
や

生
活
支
援
が
図
ら
れ
て
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
福
祉
の
輪
作
り
が
進
み
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
継
続
し
て
生
活
が
で
き

る
地
域
づ
く
り
が
重
要
で
有
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

し
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ご　

挨　

拶

社
会
福
祉
法
人 

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　

会　

長　
　

春　

名　
　
　

宏

（任期：平成27年７月１日～平成29年６月30日まで） （敬称略・順不同）

会　長
副会長
副会長
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
監　事
監　事

春名　　宏
上田　義雄
織田　忠宜
皆木　吉博
春名　信義
和田　允夫
山本　　壽
橋本　正弘
井上　正子
村上　凉子
杉山　博一
平田　正行
佐藤　順子
船曳　隆司
安藤　   清

学識経験を有する者
地域社協連絡会の代表者（東粟倉地域）
民生委員・児童委員協議会の代表者
地域社協連絡会の代表者（勝田地域）
地域社協連絡会の代表者（大原地域）
地域社協連絡会の代表者（美作地域）
地域社協連絡会の代表者（作東地域）
地域社協連絡会の代表者（英田地域）
愛育委員会の代表者
栄養委員会の代表者
老人クラブ連合会の代表者
身体障害者福祉協会の代表者
ボランティア活動団体の代表者
財務諸表等を監査し得る者
社会福祉事業に学識を有する者

氏　　名
美作市角南
美作市中谷
美作市大内谷
美作市真殿
美作市川上
美作市巨勢
美作市土居
美作市中川
美作市楢原下
美作市奥
美作市巨勢
美作市川上
美作市山口
美作市湯郷
美作市真加部

住　　所 所　　属　　等

─── 社会福祉法人美作市社会福祉協議会　役員名簿 ───
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い!はい!

◆対 象 者　昭和40年１月１日から12月31日の間にご結婚されたご夫婦。

◆申込期限　平成27年８月17日（月）
申し込み用紙は、美作市社会福祉課及び各総合支所、
または、美作市社会福祉協議会各支所に用意しています。

◆贈 呈 式　日時：平成27年10月２日（金）
場所：作東バレンタインプラザ

◆問い合わせ先　美作市社会福祉課（75-3913）及び
　　　　　　　　美作市社会福祉協議会（75-2622）

金婚夫婦表彰者の募集
美作市では金婚を迎えられたご夫婦に対し、お祝い状を贈呈します。

　

勝
英
地
区
保
護
司

会
に
よ
る
、
犯
罪
の

な
い
社
会
を
目
指
す

「
第
65
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
啓

発
パ
レ
ー
ド
は
、
７

月
の
運
動
月
間
に
合

わ
せ
て
、
３
日
㈮
、

美
作
市
、
勝
央
町
、

奈
義
町
、
西
粟
倉
村

で
実
施
さ
れ
、
市
町

村
長
宛
て
の
内
閣
総

理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

出
発
地
点
と
な
る

美
作
市
庁
舎
前
で
は
、
保
護
司
、
市
の
職
員
等
関
係
者
参
加
の

も
と
、
主
原
啓
隆
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
福
島
恊
美
作
支

部
副
支
部
長
が
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
社

会
の
実
現
は
多
く
の
国
民
の
願
い
」
と
の
安
倍
晋
三
内
閣
総
理

大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
、
萩
原
誠
司
美
作
市
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。

　

閉
会
後
、
参
加
者
は
広
報
車
を
先
頭
に
管
内
各
市
町
村
を
パ

レ
ー
ド
し
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

社
明
運
動
で
勝
英
地
区

  
保
護
司
会
の
啓
発
パ
レ
ー
ド荻原市長に内閣総理大臣メッセージを伝達する福島副支部長

　

６
月
25
日
㈭
、
作
東
バ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ー

ク
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
美
作
市
江
見
）
に
お

い
て
、
美
作
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
平

田
正
行
会
長
）主
催
の
第
８
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
近
隣
市

町
村
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
約
90
名
の
方
が

参
加
さ
れ
、
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
日
ご
ろ

の
成
果
を
発
揮
し
、
楽
し
く
プ
レ
ー
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
で
交
流
を
深
め
る

一球一球に集中した試合展開

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
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いはい!

　

今
回
か
ら
、
事
務
長
も
出
席
し
て
53

名
の
関
係
者
が
参
加
。
主
催
者
の
山
本

壽
地
域
社
協
連
絡
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
来
賓
挨
拶
で
萩
原
誠
司
美
作
市
長

は
、
事
務
長
制
度
が
あ
る
よ
う
な
地
区

社
協
は
私
の
経
験
か
ら
は
殆
ど
な
か
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
美
作
市
の

地
区
社
協
活
動
は
非
常
に
良
い
成
果
を

上
げ
て
い
る
と
し
、
市
と
し
て
行
う
高

齢
者
・
障
害
者
福
祉
施
策
推
進
へ
の
理

解
を
求
め
、
地
域
で
の
地
区
社
協
活
動

に
期
待
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

報
告
の
中
、
平
成
26
年
度
事
業
の
福

祉
会
議
事
業
は
、
27
地
区
社
協
で
取
り

組
ま
れ
、
生
活
・
福
祉
課
題
の
把
握
・

共
有
を
行
う
事
で
具
体
的
な
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
福
祉
会
議
で
協
議
し
、
具

体
的
に
実
施
さ
れ
た
活
動
は
、
お
た
が

い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
の
実
施
、
ご
み
出

し
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
、
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
の
追
加
配
布
や
救
急
カ
ー
ド

の
更
新
、
友
愛
訪
問
事
業
の
実
施
等
で

す
。
な
お
、
会
議
の
開
催
延
べ
日
数
は

91
回
、
参
加
延
べ
人
数
は
１
，
４
８
２

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
は
、

20
地
区
社
協
１
１
３
集
落
で
取
り
組

ま
れ
、
見
守
り
会
議
は
、
65
会
場
延

８
２
０
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
見
守
り
が
必
要
と
し
た
世
帯
数

は
１
７
７
世
帯
が
把
握
さ
れ
、
実
際
に

定
期
的
な
ふ
れ
あ
い
訪
問
が
始
ま
っ
た

主催者を代表して挨拶を行う山本壽会長（中央）

　

第
１
回
地
区
社
協
会
長
・
事
務
長
会
議
は
、
７
月
１
日
（
水
）
湯

郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
31
地
区
社
協
の
会
長
・
事
務

長
が
集
ま
り
、
平
成
26
年
度
事
業
の
総
括
や
27
年
度
事
業
の
確
認
を

行
う
な
ど
事
業
に
対
す
る
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

地
域
福
祉
の
推
進
を
求
め
て

地
区
社
協
会
長
・
事
務
長
会
議
を
開
催

地
域
福
祉
の
推
進
を
求
め
て

地
区
社
協
会
長
・
事
務
長
会
議
を
開
催
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いはい!

の
は
58
世
帯
、
訪
問
延
回
数
は
３
３
０

回
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
区
社
協
メ
ニ
ュ
ー
事
業
で
は
、
地

区
社
協
広
報
紙
支
援
事
業
は
、
５
地
区

社
協
増
の
13
地
区
社
協
が
取
り
組
み
ま

し
た
。
小
学
校
や
地
域
児
童
と
の
文
化

伝
承
事
業
は
、
12
地
区
社
協
で
取
り
組

ま
れ
、
田
植
え
・
稲
刈
り
、
し
め
縄
、

昔
遊
び
等
の
文
化
を
伝
承
し
ま
し
た
。

　

友
愛
訪
問
事
業
は
、
30
地
区
社
協
で

取
り
組
ま
れ
、
延
51
回
の
実
施
回
数
で

延
２
，
２
４
２
人
の
独
居
高
齢
者
を
訪

問
し
ま
し
た
。
高
齢
者
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
は
、
13
地
区
社
協
で
取
り
組

ま
れ
、
延
実
施
回
数
47
回
、
延
参
加
者

数
は
１
，３
８
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

27
年
度
実
態
調
査
の

特
徴
で
は
、
役
員
構
成

で
区
長
が
16
人
、
老
人

ク
ラ
ブ
役
員
25
人
が
増

加
と
な
っ
て
お
り
、
区

長
の
増
加
は
福
祉
会
議

や
見
守
り
会
議
等
地
区

社
協
内
の
集
落
と
の

連
絡
・
連
携
強
化
を
組

織
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
だ
結
果
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
役

員
の
増
加
は
、
地
区
社

協
の
運
営
に
多
く
の
高

齢
者
が
参
加
す
る
こ
と

で
、
高
齢
者
の
社
会
参

加
と
地
区
社
協
の
活
性

化
が
同
時
に
振
興
す
る

も
の
と
し
て
歓
迎
す
べ

き
傾
向
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
社
協
の
会
計
収
支
決
算
で

は
、
収
入
で
社
協
会
費
配
分
金
が
、
支

出
で
補
助
金
が
収
支
の
大
部
分
を
占
め

て
い
ま
す
。
社
協
会
費
配
分
金
の
約
８

割
が
補
助
金
と
し
て
、
地
域
等
へ
の
還

元
金
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
地
区
社
協
活
動
財
源
の
確
保
の
観

点
か
ら
配
分
金
へ
の
還
元
バ
ラ
ン
ス
の

配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
態
調

査
で
は
、
今
年
度
か
ら
２
１
４
集
落
単

位
で
の
実
態
も
掲
載
し
、
集
落
単
位
で

の
実
態
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
の
主
な
質
疑
応
答
は
次
の
と

お
り
で
す
。

Q 

友
愛
訪
問
事
業
で
、
夏
場
に
ス
ポ

ー
ツ
飲
料
と
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
の
セ
ッ
ト

で
配
布
で
き
な
い
か
と
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が

配
慮
で
き
な
い
か
。

A 
現
制
度
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
・

野
菜
ジ
ュ
ー
ス
と
も
同
種
２
本
と
な
っ

て
お
り
異
種
セ
ッ
ト
で
の
配
布
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し

て
専
門
委
員
会
等
で
協
議
検
討
し
た

い
。

Q 

友
愛
訪
問
の
世
帯
を
独
居
高
齢
者

か
ら
障
害
者
世
帯
へ
も
拡
大
で
き
な
い

か
。

A 

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
の
対

象
は
障
害
者
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
友

愛
訪
問
事
業
で
は
、
地
域
で
障
害
者
の

実
態
が
掴
め
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
実
態
の
把
握
に
つ
い
て
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

Q 

サ
ロ
ン
の
外
出
支
援
活
動
で
、
１

台
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
は
参
加
者
全
員
が

乗
れ
な
い
の
で
２
台
配
車
で
き
な
い
か
。

A 

市
内
に
１
４
３
の
サ
ロ
ン
が
有

り
、
今
年
度
か
ら
買
い
物
支
援
を
含
め

て
２
回
の
外
出
支
援
を
行
う
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

物
理
的
、
バ
ラ
ン
ス
的
に
配
車
が
可
能

か
ど
う
か
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

Q 

寄
附
金
活
用
事
業
収
支
状
況
の
支

出
で
、
法
人
事
務
経
費
と
は
如
何
な
も

の
か
。

A 

寄
附
金
か
ら
の
支
出
は
主
に
地
域

福
祉
事
業
と
な
っ
て
い
る
が
、
法
人
の

事
務
費
と
い
え
ど
も
地
区
社
協
広
報
紙

の
印
刷
費
等
地
域
福
祉
事
業
に
繋
が
る

事
務
費
と
考
え
て
い
る
。

市社協事務局からの報告を聞く31地区社協の会長・事務長
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どうじゃー！

おーっ!　こりゃ
えーとこ行くぞ～!

NPO法人
シルバーライフサポートもも

※独居老人、障害者宅など、生活サポート致します。
※買い物、見回りなどお手伝いいたします。
※保険適用外サービスとなっております。

フリーダイヤル（0120）328-987
http:lifemomo.jp

東
粟
倉
支
所

　

美
作
市
老
連
東
粟
倉
支
部
で
は
、
６
月
25
日
㈭
、

愛
の
村
パ
ー
ク
に
て
、
７
月
24
日
㈮
開
催
の
美
作
市

老
連
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
の
予
選
会
を
兼
ね
た
、
第
11

回
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
16
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
４
コ
ー
ト
に
分
か

れ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
チ
ー
ム

は
上
位
入
賞
を
目
指
し
な
が
ら
も
、
和
気
あ
い
あ
い

と
終
始
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

美
作
市
大
会
で
の
活
躍
に
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

　

７
月
２
日
㈭
、
み
ま
さ
か
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、

美
作
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
美
作
支
部
囲
碁
ボ
ー
ル

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
第
９
回
美
作
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
の
予
選
会
を
兼
ね
て
お
り
、

当
日
は
会
員
総
勢
２
０
０
名
、
40
チ
ー
ム
が
参
加
さ

れ
、
盛
大
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
10
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
進
め
ら
れ
、
白
熱

し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
戦
へ
の
出
場
権
を
得
ら
れ
た
上
位
４
チ
ー
ム
は

次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

優　

勝　

畑
沖
明
生
ク
ラ
ブ
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝　

福
寿
ク
ラ
ブ
Ｂ

第
３
位　

下
香
山
チ
ー
ム

第
４
位　

長
生
会

美
作
支
所

参加者の熱気に溢れた会場

日頃の練習の成果を発揮する会員

優勝した中谷Aチームのみなさん

毎
年
恒
例　

美
作
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

美
作
支
部
が
囲
碁
ボ
ー
ル
交
流
会
を
開
催

☎0868-74-3103

８月8日㈯・9日㈰ 2日間
開催〈4,000発〉

大花火大会
西の屋

〈3,000発〉

美作市尾谷
（旧英田町 R374沿）

美作市役所英田支所
各種イベントあり
屋台多数あり

臨時駐車場

※今年は雇用促進住宅駐車場は
　使用しません。

美
作
市
大
会
の
出
場
権
は
ど
の
チ
ー
ム
に
!?

美
作
市
老
連
東
粟
倉
支
部
で

囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
開
催

優　勝：中谷Ａ

準優勝：東吉田

３　位：なでしこ

４　位：日名倉

大会成績
（優勝から４位）
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本社　岡山県津山市東一宮21-1  TEL.0868-27-7744
株式会社RELATION

■コンピュータシステムの設計、開発及び販売
■ネットワークの設計、構築　■コンピュータ機器の販売
■インターネット接続サービス業（RELNET） ■CATV運営
☆スマホ、タブレット向けプログラム開発

http://www.rel-ltd.com/

☆優秀な人材募集中☆
（CATVキャスター募集中）

　美作市社会福祉協議会は、子育て用品と車椅子の貸出（有料）事業を始めています。子育て用品は、チャイ
ルドシート、ベビーカー、ベビーベッドの貸出を行っています。詳しくは、最寄りの社協各支所にお問い合
わせください。なお、土・日・祝日の休日に使用するときは、平日に福祉用具貸与申請書を提出してください。

お知らせお知らせ

【利用できる方】 車 椅 子　美作市内に居住されている方で、在宅障がい者及び在宅で療養されている方
　　　　　　介護保険給付による用具の利用ができる方は対象になりませんが、貸与期
　　　　　　間が4日以内であればご利用いただけます。（無料）
子育て用品　美作市内に在住されている子育て中の方

【利用料と貸出期間】

子育て用品・車椅子の貸出について子育て用品・車椅子の貸出について

社協だより 広告募集のご案内
　美作市社会福祉協議会では、広報紙の紙面に民間企業等の有料広告を掲載し、広報紙の発行の財源確保
に努めています。社協では、以下の内容で広告を募集しています。皆様のご協力をお願いいたします。

［募集内容］ ［申　込］
１．掲載希望月の前月20日までに美作市社会
福祉協議会各支所に備え付けの申請書に
必要事項を記入の上、広告原稿がすでに
ある場合は広告原稿（データ）を、また、
広告原稿がない場合には、広告イメージ
を記載したもの及びその内容を説明した
ものを添えてお申し込みください。

２．審査後、広告掲載の可否について通知を
送付します。掲載決定通知が届いた方は、
指定の期日までに掲載料を納入してくだ
さい。期日までに納入がない場合は掲載
できませんのでご注意ください。

〈お問い合わせ先〉　美作市社会福祉協議会　総務課まで　☎0868-75-2622

１枠 74mm×87mm　２枠 74mm×174mm

社協だより「はい! 社協です!」
Ａ４版、２色刷り、８ページ
13,500部
毎月20日発行

４枠以内（１企業２枠まで）
１枠　１月10,000円　　２枠　１月20,000円
（ただし、社協会費特別会員10％減額）

表紙・裏表紙以外の下段 

掲載希望月の前月20日まで

種　　類
規　　格
発行部数
発行形態

広報紙の
仕様

募集期間

広告規格
掲載場所

掲 載 料

掲載枠数

　　　　品　　　　　名
車椅子
チャイルドシート（0～4歳）
ベビーカー（1ヶ月～3歳）
ベビーベッド（新生児～24ヶ月）

利用料（月額）
500円　
1,000円　
1,000円　
1,000円　

貸出期間 備　　考

貸与期間
4日以内は
無料

1ヶ月以内
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見
舞
い
返
し

一
般
寄
付

匿
名
寄
附

香
典
返
し　
　
（
敬
称
略
）

古　

町　
　

明
石　

光
朗　

様

（
亡　

治　

海
）

西　

町　
　

豊
福　

滋
久　

様

（
亡　

マ
ス
エ
）

川　

上　
　

近
藤　

雅
清　

様

（
亡　

清　

）

笹　

岡　
　

土
居　

保
子　

様

（
亡　

節　

男
）

田　

井　
　

井
上　

知
芳　

様

（
亡　

敬　

一
）

東
青
野　
　

福
田　
　

林　

様

（
亡　

八
重
子
）

北　

山　
　

湯
原　

正
生　

様

（
亡　

濵
田
文
江
）

上　

相　
　

浅
浦　

重
志　

様

（
亡　

敏　

行
）

湯　

郷　
　

石
橋　
　

弘　

様

（
亡　

長
尾
こ
す
み
）

湯　

郷　
　

濱
田　
　

昇　

様

（
亡　

一　

江
）

湯　

郷　
　

谷
本　

文
子　

様

（
亡　

進　

）

殿　

所　
　

横
山　

清
己　

様

（
亡　

な
お
み
）

林　

野　
　

則
本　

秀
二　

様

（
亡　

勉　

）

三
倉
田　
　

中
原　

照
典　

様

（
亡　

勇　

一
）

海　

内　
　

金
谷　

洋
介　

様

（
亡　

綾　

雄
）

平　

田　
　

橋
本　

篤
子　

様

（
亡　

誠　

司
）

楢
原
上　
　

佐
藤　
　

稔　

様

（
亡　

宇
女
子
）

楢
原
中　
　

鶴
見　

明
則　

様

（
亡　

福
本
ユ
キ
子
）

平　

福　
　

丸
山　

妙
子　

様

（
亡　

護　

）

川　

北　
　

西
川　

美
徳　

様

（
亡　

太　

）

上
福
原　
　

岡
田　

千
秋　

様

（
亡　

さ
つ
き
）

土　

居　
　

逧
田　

正
幸　

様

（
亡　

富　

子
）

土　

居　
　

大
寺　

剛
寅　

様

（
亡　

孝　

子
）

土　

居　
　

鍬
先　

芳
一　

様

（
亡　

つ
や
子
）

角　

南　
　

春
名　

永
昌　

様

（
亡　

逸　

郎
）

白　

水　
　

春
名　

節
子　

様

（
亡　

繁　

）

小　

野　
　

安
東　

寿
幸　

様

（
亡　

千　

鶴
）

鷺　

巣　
　

山
本　

幸
江　

様

（
亡　

一　

成
）

山　

手　
　

岡
本　

富
夫　

様

（
亡　

と　

り
）

中　

川　
　

神
﨑　
　

豊　

様

（
亡　

ミ
キ
ヱ
）

津
山
市　
　

長
岡　

弘
行　

様

（
亡　

幸　

枝
）

豊
中
市　
　

朝
霧　

實　

様

（
亡　

い
と
よ
）

東
谷
下　
　

宇
野　

光
江　

様

豆　

田　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク　

様

北
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

第
一
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ

　

お
や
つ
代
と
し
て

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券各25

枚

本所・作東支所
〒709-4234　美作市江見２８０
TEL（0868）７５－２６２２　FAX（0868）７５－７０８１

大原支所
〒707-0412　美作市古町１８５０－１
TEL（0868）７８－０５０９　FAX（0868）７８－３２３０

美作支所
〒707-0014　美作市北山４０１
TEL（0868）７２－３６７７　FAX（0868）７２－３９６９

勝田支所
〒707-0113　美作市真加部１６１６
TEL（0868）７５－３６０１　FAX（0868）７５－３６０２

東粟倉支所
〒707-0403　美作市東青野８４４－１
TEL（0868）７８－２８００　FAX（0868）７８－２９４６

英田支所
〒701-2604　美作市福本８０６－１
TEL（0868）７４－２４８８　FAX（0868）７４－３２３２

編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

平
成
27
年
５
月
21
日
か
ら

平
成
27
年
６
月
20
日　

受
付
分

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
季
節
、
道
端
で
咲
く
合
歓

（
ね
む
）
の
淡
紅
色
の
花
が
何
と

も
印
象
的
で
、
控
え
て
ひ
っ
そ
り

と
咲
い
て
い
る
様
に
思
い
が
残
る
。

　

第
１
回
地
区
社
協
会
長
・
事
務

長
会
が
開
催
さ
れ
、
前
年
度
事
業

の
総
括
と
報
告
が
行
わ
れ
た
。
お

た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
で
は
、

多
く
の
地
区
社
協
と
集
落
が
こ
の

事
業
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
で
見

守
り
や
声
か
け
が
進
ん
で
い
る
実

績
が
報
告
さ
れ
た
。
思
え
ば
、
地

区
社
協
の
基
盤
強
化
事
業
に
始
ま

り
、
福
祉
会
議
事
業
を
経
て
、
お

た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
へ
と
繋

が
っ
た
。
平
成
27
年
度
か
ら
は
29

地
区
社
協
・
１
７
２
集
落
で
取
り

組
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
の
事

業
の
、
更
な
る
充
実
と
継
続
性
を

求
め
、
地
域
と
と
も
に
推
進
を
図

り
た
い
。

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

　

６
月
28
日
㈰
、大
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
て
、
大
野
地
区
自
治
振

興
協
議
会
、
大
野
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
共
催
に
よ
り
、
竹
内
昌
彦
先
生

（
現
岡
山
県
立
岡
山
盲
学
校
講
師
）

の
福
祉
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
約

１
２
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
竹
内
先
生
が
幼
い
こ

ろ
に
失
明
さ
れ
て
か
ら
現
在
に
い
た

る
ま
で
の
様
々
な
体
験
談
や
家
族
の

こ
と
、
モ
ン
ゴ
ル
の
視
覚
障
が
い
者

職
業
訓
練
学
校
建
設
に
向
け
て
の
お

話
な
ど
が
あ
り
、
先
生
の
生
き
方
に

共
感
し
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。




